
1 り ん ごわい化栽培支柱の強度か らみた選択 と補強法

(園試 果 樹部)

1本棒支柱は、長さ3～ 4η とし、鋼管は一般材で外径 34%、

肉厚 2.3%以 上、未焼鈍材では外径38.1%、 肉厚 1.2%以 上、木柱

は中央径 70%以 上とする。 1本 棒支柱の頂部に張線することによ

って耐風強度が著 しく補強される。

(11 背景とねらぃ

りんどわぃ化栽培では、棒支柱 (鋼管、木柱等)ま たは、 ト レリス利用を進めて来たが、実際には多

種多様の資材、様式が取り入れられてぃる。

昭和 56年 の台風 15号 の涌渦に際 して、支柱強度、あるいは様式不備による折損および倒伏などの

被害を受ける事例も多かった。

これらの事例から、樹高、樹巾および結実量の多少と風速の影響を加味した支柱資材および様式の検

討が必要と考えられた。

かかる見地から、りんどわい性樹の支柱について見直しを行ったので、指導上の参考に供する。

(2)技 術の内容

1)支 柱の長さは 3～ 4物 を用いる。

働 銅管の大さは

① 一 般材 (JISeSTK-41)で は外径34触 、肉厚 2.3m以 上とする。

② 未 焼鈍材 (JIS・ STK一 M)で は外径 38.1初、肉厚 1.2秘以上とする。

0木 柱では、中央径 70初 以上とする。

2)一 本棒支柱では、倒伏防止と強度増のため、頂部には植並みにそって半鋼線 (6～ 8番線)を 張線

し、両端にアンカー (2号 )、 さらに横ぶれ防止のため 10物 間隔に張線し、両端はアンカーどめと

する。

この方式を 「棒支柱型補防架線方式」と呼ぶことにする。
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図 1 棒 支柱型補助架線方式 模 式図

(3)指 導上の留意点

1)棒 支柱型補助架線方式では、横ぶれ防止用の張線は、地上高 2.2秘以上とし、作業のさまたげとな

らないようにする。

2)支 柱の土中に埋める深さは75伽 を基準とする。

り すでにわぃ化りんど園で用ぃられ′てぃる棒支柱については、

t/1銅管規格が一般材 (JIs.STK-41)で 外径 34初 、肉厚2.3初以下のものは、強度が劣る

ので逐次交換する。

0 鋼 管規格が一般材 (JIS.STK-41)で 外径 34初 、肉厚 2,3腕以上のものおよび未焼鈍材

(JIs.sTK一 M)で 外径 38.1初、肉厚 0,9物以上のもの、また木柱など 1本体のものは補助架

線方式に補強する。

4)木 支柱のうち、ヵラマッ材では、防腐剤は、樹脂等の関係から、支柱の芯材部分まで入っていなし、

したがって、木材に割れを生 じた場合は腐朽防止のため、木支柱先端部、地際部、節などに注入

または、塗布する。ただし、これらの処理は業、果実などへの薬害防止のため、休眠期中に行う。

5)木 支柱の使用にあたっては、杉、カラマッ材とも土中へ埋める部分を削り尖らせることは行わなぃ。

6)り んど樹倒伏防止のための支柱への結束用ひもは、マイカー線 保 )や ビニチェーンなど丈夫なも

のを用い、3～ 4ケ所結える。
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“)試 験成績の概要

1)支 柱資材の性質につぃて

基本材質および防蝕防腐方法

的
　
権
タ
ク

幡
′／
く
＼

∽ IS.STK-41(一 般 材 )}

象:縁 アタ:協)
①
　
②

溶融亜鉛メッキ (500ぅ待)

ポストジンクキァクリル被覆
(内管はァ/L/ミ粉末塗装)

ポストジンク十ボリエステル被覆
(内管はアルミ粉末塗装)

ポストジンク+塩 ビ被覆
(内管はアルミ粉末塗装)

③

的 銅管 tJIS.STK=M(未 焼鈍材)

0発数i縁 ゲ 社3紗

〕一 ①

木材 {カ ラマッ、スギ〕 ① ク レオッート高圧注入

② 化 学薬品高圧注入

2)結 果の要約

支柱の長さは、樹高に見合う長さで3～ 4物位とし、支柱の強度は25年 の耐用年数と、 1樹 当り

果重は40K,、 風速 307色 ecに耐えることを目安とした。

例 鋼 管はSTK41、 外径 34初 、 2.3物肉厚の棒支柱では、樹高2.5物で1樹当り果重が4 0KP

風速30?%secまでは耐えるが、樹高3物以上では果重20～ 5 0KP、風速25～ 35物とも不合

格と試算された。したがつて1本棒では外径42.7物以上、長さ3～4物が必要である。

これに対し、補助架線方式では同銅僣でも、樹高 3.5物、果重50峰 で、風速 35%ecま で耐

える計算となり、補助架線による増強がみられる。

lTl 未焼鈍材 :外径 38.1初の0.9腕肉厚の棒支柱で、樹高 2.5物の場合は、果重 20中で風速 切るec

果重30K?では、風速25竹そecとなる。

また、同材の 1.2物肉厚では、樹高 2.5竹、果重 50oで 、風速 30切
るecが 限界となる。

一方、補励架線方式では、0.9物肉厚で、樹高3物、果重50K,、風速30切るecとなり、支柱

の強度増がみられ、同材 1.2勉厚では、樹高3.5物 、果重 40K夕 、風速 30物 と強度が増 した。

したがって、未焼鈍材では補助架線方式での利用が望ましい。             .

ウ)木 支柱ではカラマツとスギ材が市販されてぃる。

カラマッは、丸太材中央直径 50物 物は計算上強度が弱く、使用に耐えない。 70動 でも最大で

樹高2.5物 、果重 40K,、 風速 30秘 となる。

また、スギ材では大さ100動で樹高3.5秘、果重 40し 、風速30物
亀ecと なり、それ以下の大

さでは弱ぃ。

一方、補助架線方式では、カラマツ材、太さ50例 では樹高2.5物で果重5 0KPで 30秘 の風速
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に耐え、70翅 では3.5物、樹高でも果重5 0 KP、風速 35物 に耐える。

スギ材では、太さ50秘 で樹高2.5秘、果重5 0 KP風速 25秘 太さ70腕 では樹高3.5秘、果重 50

峰で風速 30物 が最大値となった。

口 以上のことから、鋼管、木材とも補助架線方式により、支柱強度が認められる試算値となった。

3)主 要成果の具体的データー

① 樹 高、果重および風速の差異による支柱の種類別強度

資  材 様 式
J I S

規 格

管
径船

直
ｍ

間巾

物

裾高

物

難
解
鯛

樹 高

句

果 重

し

風 速

%
判定 備 考

管
材般

鋼

一

棒支柱 STK41 34ダ 2 0.5 2.3 2 5 20 25-30 ○ (最大値 )

h  2 . 5 句

W  40

4ク色 30

/ / ク / / / / ク / / ク ク 35 X

/ / / / ク / / ク / / ク 30 25-30 ○

/ / / / / / ク ク // タ ク 35 X

ク ク ″ ク ク / / ク 40 25-30 ○

ク / / / / / / / / ク / / ク 35 X

/ / ク ク ク ク // / / 50 25～ 35 ×

ク ク ク / / / / / / 3～ 4 20-50 25-35 X

愛 縁弧 41 34 2 0.5 2.3 2.5～ 3.5 20-50 25-35 ○ (最大値 )

h  3.5切

W    50

m/s    35

ク ク / / / / ク / / 4 20 25-30 ○

// / / / / タ / / / / / / ク 35 X

ク ク / / / / / / ク / / 30 25-30 ○

/ / ク / / / / / / / / ク / /
35 ×

ク / / ク ク / / ク / / 40 25-30 ○

ク // ク / / ク タ / / ク 35 X

ク ク タ ク / / / / ク 50 25 ○

ク ク ク / / ク / / / / / / 30-35 X

未焼鈍材 棒支柱 団X M 3 8 . 1
，

０ 0.5 ｎ
ｙ

ｎ
ｖ 2.5 20 25-30 ○ 録 大値 )

h 2 . 5 物 2 . 5

w 20    30

0/s 30  25

タ ク / / ク / / / / / / ク 35 X

ク / / / / / / // ク ク
０５

３０

０
、

３
25

30-35 ）Ｘ

ク / / / / / / / / タ 3ヽ 4 20-50 25-35 ×

棒支柱 ク / / ″ / / 1.2 2.5 20 25-35 ○ (最大値)

h 2 . 5 ″3 . 0

w 50   30

4/s 30   25

/ / / / / / / / ク ク / / 30 25‐‐30 ○

ク ク / / / / ク ク ク //
35 X

ク / / / / / / / / / / ク 40 25-3o ○

/ / / / ク タ タ / / ク ク 35 X

/ / ク / / / / / / / / / / 50 25-30 ○

ク / / ク / / ″ ク / / / / 35 X
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資  材 様 式
J I S

規 格

管
径

鋼
直

腕

樹巾

秘

裾高

秘

難
癖
初

樹 高

物

果 重

峰

風 速

0 / s 判定 備  考

未焼鈍材 棒支柱 S m 3 8 . 1 2 0.5 1.2 3.0 刻 25 ○

/ / / / ク ク // / / / / 20 30-35 X

/ / ク / / ク / / // ″ 30 2 5 〇

/ / タ ク ク ク // / / / / 30-35 X

/ / ″ ク / / ク / / ク 40-50 25～ 35 X

ク ク / / ク / / / / 3.5～ 4 25～ 50 25-35 ×

愛繁 SrKM 38.1 2 0.5 0。9 2.5 20～ 50 万 ～35 〇 侵 大め

h 3 . 0物 3 . 5

W珊  卸

2/s 30  25

ク ク / / / / ク ク 3.0 20-4C 25-35 〇

ク ク / / / / ク ク / / 5 0 25～30 ○

ク ク ク ク ク ク / / 50 3 5 X

ク / / ク ク ク / / 3.5 20 25～ 35 〇

タ / / ク / / // / / // 30 2 5 ○

/ / タ タ / / ク ク / / / / 3 0～3 5 ×

/ / / / ク ク / / ク ク 40～5C 25ヽ 35 X

/ / / / / / ク タ / / 4.0 20 万 〇

/ / // / / ク ク / / ク タ 30-35 X

/ / / / / / // / / / / / / 30～ 50 25～ 35 X

憂換 ク // ク / / 1.2 2.5～ 3.0 20～ 511 25～ 35 ○ 録 大値 )

h  3 . 5 物

w   40

qク色   30

/ / ク ク ク / / / / 3.5 20-30 25～ 35 ○

ク / / 〃 ク // / / / / 4 0 25ヽ 30 ○

/ / ク / / / / ク ク / / 40 35 ×

// ク / / ク ク / / ク 50 25 ○

/ / ク // / / / / / / / / 50 30-35 X

ク / / // / / / / ク 4.0 郷 25-30 ○

/ / / / / / / / // / / / / ハ
）

０
ち 3 5 X

ク ク / / / / / / / / ク 卸 2 5 ○

/ / / / / / ク / / ク / / / / 30-35 X

/ / / / ク / / / / ク / / 40-5C 25-35 ×

際支柱 力矛 ツ 中益待 2 0.5 2.5 2 0 25 X 侵 大値)
h 2.5物

路  を‖
木 支 柱 棒支柱 / / 70 2 o.5 2.5 20 笏～35 ○

/ / ク / / / / ク タ // 30 25～ 35 ○

/ / / / / / / / / / ク / / 40 25-35 ○
じ衰フ【1巴,
h2.5秘 3.0

w 40   40
m / s 3 5  2 5

/ / / / ク / / / / ク 3.0 2 0 25 ○

/ / / / ク / / / / ク ク 30～ 40 25 ○
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資  材 様 式

J I S

規 格

管
径

銅
直

腕

樹巾

η

裾高

切

難
解
翻

樹  高

秘

果 重

K P

風 速

n/ s 判定 備  考

木 支 柱 棒支柱 力つ 70 2 0.5 3.0 30～ 40 30 X

棒支柱 ク 100 2 0.5 2.5～ 3 20-50 25-35 〇 (最大値)

h  3 . 5 秘

▼   40

1夕色  35

// ク ク / / タ ク 3.5 20-30 25-30 ○

/ / / / タ / / ク / / タ 3 0 35 O

/ / ク ク ク ク ク ク 4 0 25-30 ○

タ / / / / ク ク ク / / 35 ○

棒支柱 ス  ギ 7o 2 0。5 ク 2.5 2 0 25 X 録 大値)

h  3 . 5 ″

w   40

2/s  30

ク / / 100 2 0.5 ク 2.5～ 3 20-50 25 しヽ35 ○

ク ク ク 2 0.5 ク 3.5 20-4C 25-30 ○

// ″ タ // / / ク / / 2 0 35 X

褒絵 ～ 50 2 0.5 2.5 20～3C 25-30 O (最大値)
h 2.5秘
w   50

句″色  30

ク / / ク / / ク ク タ 卸 35 X

ク ク ク ク ク / / 3.o 20 25 O

/ / ク / / / / ク / / ク 20 30 X |(啓曜″
w   50

1″急  35

ク / / / / / / ク ク 3.5 2 0 25 X

ク ク 70 2 0,5 ク 2。5～ 3.5 20～ 50 25-35 ○

憂惣 ス ギ 50 2 0.5 ク 2.5 2 0 25-30 ○ (最大値)

h 3.5切

w   50

句/色  35

ク / / ク / / ク / / ク 20 35 X

ク ク 70 2 0。5 ク 2.5～ 3 20-50 25-35 ○

/ / ク ク ク ク ク 3.5 20-50 25-35 〇

悔)参  考

1)基 本材の性質

STK-41  す 般構造用材として用いられ、単位あたり強度では、圧縮荷重に強い特徴があ&
(一 般 材)

STK一 M  機 械構造用材として用いられ、単位あたり強度では、曲げ荷重に強い。一般材よ
休 焼鈍材

! り 薄めの肉厚にしているので、腐蝕を防ぐため樹脂被覆をしている。

カ ラマ ツ  中 央径 70m以 上、長さ3、 4秘の直材であれば、強度的にも利用でき、かつ、
ス   ギ

価格も鉄材より安い。 しかし、規格が不ぞろいだと強度的にも安定しないので、

規格統一された製品を選ぶ。

防虫、防腐剤の加圧注入処理 したものを用いる。

懇     ^
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2)被 覆材料の性質

塩 化 ビ エ ー ル

ア  ク   リ   ル

ポ リ エ ス テ ル

エ  ポ  キ  ン

ポ リ エ チ レ ン

亜 鉛 メ ッ キ

クレオツート抽 木材の防虫、防腐効果が高い。加圧注入されてぃる。

処理直後植物にふれると薬害のでることがある。したがつて、6ケ月以上の雨ざ

らしをしたものを用いる。

クロム、銅、ひ素化合物素木材防腐剤

木材の防虫、防腐効果が高い。力口圧注入されている。

3)棒 支柱型補助架線方式経費内訳 (試算)

1区画分 :アンカーの強度、張線および経済性等を考慮し、 1区 画を 50秘 ×60物 =3000m2と

して試算 した。

∽ 鋼管の場合

① 隅 支柱増強不足分
( 外径 3 4 → 2 . 7 秘)

② アンカー ( 2 号)

③ 針 金 (6～ 8番半鋼線)

④ キャップ

1/0 木柱の場合

① ア ンカー (2号 )

② 針  金 (6～ 8番 )

③ 釘 、その他

② 200円 X 52本 =10,400円

1 , 1 弱円× 3 0 本 = 3 4 , 5 0 0 円

30円 Xl,06 5η =31,9 5 0円

250円X 52ケ 三 13,000円

30a分 合計

10a当 り

1,1馳円X

3 0 円 X

3 0本 =

1,o65例 =

櫛,850円

29,950円

34,500円

31,950円

5,000円

30a分 合計

1 0 a 当 り

71,450円

23,817円

基 本 防 蝕 剤 質

耐侯性、耐薬品性は高い。

同     上

耐侯性やや高い。

耐侯性ややよいが、チョーキング (白粉)が でやすい。

耐候性劣 り、クラック出易く、この部分から腐蝕する。

厚物は溶融亜鉛メッキ (500み待)、薄物は熔接時メッキする (ポスト
ジンク)。

務
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